
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る疎遠 を来 た した ので あ る｡Amneの治世
(1702-14)が開始した時に,｢安全保令｣による
スコットランドの階級人達 (Estates)が自分らは
同等なる交易特権に係る促件にもとづいてのほ
か,彼らに君臨しようとして,イングランドの統
治者をもっことはなからうと,宣言した｡
一層緊密な同盟が両国のためには必要であるこ
とを当時の政治家達に確信させたのは,その疎遠
が苦々しくあることそのことであった｡それで
1707年に,この同盟が,イングランドとスコット
ランドとの議会が併合することによって,一個の
代議政体となるまでに達成された｡スコットラソ
ドに於て,当時不評判であったとはいえ,この同
盟から生れた結果は両国に於けるEgl民に,その協
定が両国の福祉に適合してゐるのであると,次第
に確信させて行くのであった｡
ここからして,スコットランド史の主要な興味
紘,その歴史が1715年に於けるJacobite党の反乱
と1736年に於けるPorteousの暴動と1745年に於
ける第二回のJacobite党の反乱との如きかやう
な絵にも似た事件によって多様な形相にされては
ゐるけれども,この園に於けるそれら社会的,過
商上,そしてまた知識上の発展に於て見出される
ことが出来る｡その最後たる暴動の平定によって,
それら｢高地｣は遂に平穏に帰せられ,そして｢低
地｣の前進して行くところの文明と一致するので
あった｡
かの ｢四十五年｣につづく拭史に於ける崇高な
一章はかの｢ダソダスの暴政｣(1783-1809)とし
て知られてゐるものであって,その間に,このEg
はMelvile子爵HenryDundasによって支配さ
れるTory党に完全なる政治上の従属状態にあっ
た.このTory｢政体｣に対抗して,勢力的なる国
民感情といふものが次第に発達してゆくのであっ
て,それは1802年に設立されたかの ｢-ヂソバラ
坪論雑誌｣の中に表はれ,そして1832年に於ける
｢改革目録｣の結果として,かの政権が ｢Tory｣
党から彼らの政敵 ｢whig党｣に移転した｡
国家の資源に於ける発展と彼女 (蘇閥)が交易
と製造との種々なる部門に於て発揮してしまって
ゐるところの盛大なる精力とによって,スコット
ランドはそれの当然なる比率より以上多くを連合
王国の資源に貢献してしまってゐる｡植民地の拡
張に於て,彼女は一つの特に鋲著な役割を演じて
しまってゐる｡その海浜から来た移民達はカナ
ダ･ニュージーランド･オーストラリアの諸植民
地に於ける最も栄達した開拓者達となってゐる｡
それに,また発祥をスコットランドとする卓越し
た植民地の管理者達は国家の努力と企業との顕著
なる証按として,注目されてゐるO
実践的 ･純理的な理念の範囲に於て,スコット
ランドは,それ自身がその政治に関する協同者に
対する一個の立派な相手であることも立証してし
まってゐるO
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